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　摂食障害 （Eating Disorder: ED） は，主に女性を中心
として罹患する食行動異常を特徴とする精神疾患であ
る。Diagnostic and Statistical Manual of Mental 
Disorders-5 （DSM-5; American Psychiatric Association: 
APA, 2013） によって診断される ED の症状として，
自己の体重・体型への認知に関する障害や，自己誘発
性嘔吐や下剤乱用のような体重の増加を防ぐための反
復する不適切な代償行動などが挙げられる。ED は，
大きく三つに分類される。低体重であるにも関わら
ず，肥満に対して強い恐怖を感じている神経性無食欲
症 （Anorexia Nervosa: AN），過食と不適切な代償行動
を繰り返す神経性過食症 （Bulimia Nervosa: BN），過
食に関して明らかな苦痛が存在する過食性障害 

（Binge-Eating Disorder: BED） である （APA, 2013）。さ

らに，AN は過食やその後の代償行動を行う過食・排
出型と，そのような行為を行わない摂食制限型に分け
られる。以上のように，BN や BED，AN の過食・排
出型の診断基準には過食エピソードが含まれている。
　過食の維持要因については，BN 群と健常群におい
て連続性をもつ傾向が示唆されている （Franco & 
Omori, 1999）。本邦においても，健常者の非構造的ダ
イエット行動が過食を予測することが示唆されている 

（幸田・菅原，2009）。また，健常な大学生であっても，
過食の特徴を含む AN に分類される可能性がある （久
松・坪井・筒井・篠田，1999）。以上より，過食にお
ける健常者を対象にした調査は BN, BED および AN

の過食・排出型の予備群に対する予防のために有用で
あると考えられる。
　これまでに，ED の治療法として様々な手法が挙げ
られてきた。その中の一つである認知行動療法 
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（Cognitive ‒ Behavior Therapy: CBT） では，認知モデ
ルが作成されており，非機能的な認知に着目し，食事
や体重・体型への過剰評価が BN の発症や維持に影響
していることが示されている（Fairburn & Wilson, 
1993）。また，主に行動の変化に焦点を当て，食事と
考えの記録を行うといった介入も提案されてきた （永
田，2011）。しかしながら，CBT は多くの患者で症状
の改善は見られるものの，過食や嘔吐が消失する患者
は 約 50% と 報 告 さ れ て お り （Hayes, Follette, & 
Linehan, 2004），治療成績は一概に十分とは言えない。
　以上をふまえ，本研究では新しいモデルに焦点を当
てた。Cooper, Todd, & Wells （2009） は，BN の新たな
認知モデルを提唱している。この認知モデルは，メタ
認知療法 （Metacognitive Therapy: MCT） の理論に沿っ
ている点を特徴とする （Cooper et al., 2009）。MCT と
は，Adrian Wells が開発した心理療法であり，精神疾
患の基礎症状とされている認知注意症候群 （Cognitive 
Attentional Syndrome: CAS） の変容を目的としている 

（Wells, 2009 熊野・今井・境監訳 2012; 今井・今井，
2011）。CAS とは精神障害を持続させる病理的過程で
あり，心配や反芻といった反復的思考，脅威への注意
の焦点づけ，役に立たない対処行動から構成されてい
る （Wells, 2009 熊野他監訳 2012）。MCT では個々の
信念の内容を変えるのではなく，その影響力を決定す
るメタ認知的要因に働きかけることを重視している 

（熊野，2012）。Cooper et al. （2009） の新たな認知モデ
ルでは，以下のようなメタ認知的要因が BN の発症や
維持に関与していると考えられている。1 つ目は体型
に対するメタ認知的信念である（Wells, 2009 熊野他
監訳 2012）。メタ認知的信念は，自分自身の認知処理
を評価し，コントロールする役割を有しており （熊
野，2012），認知処理への利益に関するポジティブな
メタ認知的信念と，認知活動の制御不能性や重要性お
よび危険性に関するネガティブなメタ認知的信念に区
別される（Wells, 2009 熊野他監訳，2012）。BN にお
いては，「体型を気にしていれば痩せられる」といっ
たポジティブなメタ認知的信念や「体型についての心
配をやめられない」といったネガティブなメタ認知的
信念によって体型への心配が維持していると考えられ
ている。2 つ目は，食事に対する道具的信念である。
道具的信念は，対処行動を評価し，コントロールする
役割を有しており （熊野，2012），メタ認知的信念と
同様に，ポジティブな道具的信念とネガティブな道具

的信念に区別される。BN においては「食べることは
憂うつな気分を取り除くのに役立つ」といったポジ
ティブな道具的信念や「過食はコントロールできな
い」といったネガティブな道具的信念によって過食を
維持していると考えられている。このように，新たな
認知モデルでは，メタ認知的信念や道具的信念といっ
た「体型への心配や食行動の評価やコントロール方
略」が過食や体型への心配を促進している点を指摘し
ている。
　従来の研究において，ED 傾向が高い人ほど体型や
食事に関する偏った考え方を持つことが示唆されてい
る （松本・熊野・坂野・野添，2001）。Cooper et al. 

（2009） の認知モデルに沿って考えると，このような
非機能的思考はメタ認知的信念や道具的信念によって
維持されている可能性が考えられる。したがって，
ED に特有のメタ認知的信念，道具的信念が明らかに
なれば，臨床現場における MCT による介入に役立つ
基礎的資料として有効となることが期待される。従来
の研究において，山下・熊野 （2014） により体型に関
するメタ認知的信念や食事に関する道具的信念を測定
する尺度は開発されているが，項目内容や項目数の偏
り，妥当性の検討において課題が残り，実用できる状
態に至っていない。そこで，本研究では新しく体型や
食事に関するメタ認知的信念尺度を作成し，その信頼
性と妥当性の検討を行うことを目的とする。

方　　法

調査対象者
　首都圏の 4 年制私立大学に通う女子大学生 478 名を
対象とし，講義終了後に調査用紙を配布し，回答を求
めた。回答に応じたのは 252 名であった。無回答者は
226 名，欠損値のあったものは 50 名であったため，
50 名の回答を除いた 202 名を分析対象とした （平均
年齢 20.22 ± 1.25 歳，有効回答率 42.26%）。
調査手続き
　講義終了後の教室で質問紙調査を実施した。また，
Web アンケート機能による回答も選択肢として提示
し，希望があれば Google フォーム上での回答ができ
るようにした。
調査材料
1） 体 型 や 食 事 に 関 す る メ タ 認 知 的 信 念 尺 度 

（Metacognitions on Shape and Diet Scale: MSDS）: 臨床
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心理学を専攻する大学院生 1 名と大学生 1 名により，
Cooper et al. （2009） の先行研究を翻訳し，原項目を作
成した。また，翻訳のみでは原項目が少なく，項目数
の偏りも見られたため，メタ認知的信念を測定する尺
度 （山下他，2014; 山田・辻，2007; 長谷川・金築・井
合・根建，2011） を，体型に関するメタ認知的信念や
食事に関する道具的信念に合致するよう変更し，原項
目とした。具体的には，「心配すると頭がおかしくな
る」といった心配の対象について言及されていない内
容について，ED のメタ認知的信念，もしくは道具的
信念の内容に沿うように「体型について心配すると，
頭の中が混乱する」と具体的な表記を付け加えるなど
の変更を行った。以上の項目は，体型に関するメタ認
知的信念および食事に関する道具的信念と齟齬の生じ
ないよう留意して作成された。最終的に下位因子ごと
の項目数に偏りが出ないよう留意し，35 項目の原項
目を作成した。「体型に関するポジティブなメタ認知
的信念」,「体型に関するネガティブなメタ認知的信念」,

「食事に関するポジティブな道具的信念」,「食事に関
するネガティブな道具的信念」の 4 因子構造を想定し
た。「1 点－全くそう思わない」から「5 点－とてもそ
う思う」の 5 件法で回答を求めた。
2） 体型や食事に関する信念尺度 （Beliefs related to 
Shape and Diet Scale: BSDS; 松本他，2001）: 摂食障害
に特徴的な非機能的思考を測定する尺度である。本研
究では，下位尺度「自己評価」「承認」「ダイエット」

「体重」を使用した。24 項目から構成され，「1 点－全
くそう思わない」から「4 点－非常にそう思う」の 4

件法で回答を求めた。高い信頼性と妥当性を有してい
る。「自己評価」と「承認」は体型に関する非機能的
思考を測定する下位尺度であり，Cooper et al. （2009） 
の認知モデルに基づくと非機能的思考はメタ認知的信
念によって維持されていることから，「体型に関する
ポジティブなメタ認知的信念」および「体型に関する
ネガティブなメタ認知的信念」と中程度以上の相関が
示されると考え，構成概念妥当性の検討に使用した。
また，「ダイエット」および「体重」は食事や肥満の
心配への制御不能性を測定する下位尺度であるため，
ネガティブなメタ認知的信念および道具的信念と類似
しているといえる。そのため，「体型に関するネガ
ティブなメタ認知的信念」および「食事に関するネガ
ティブな道具的信念」との間に中程度の相関が示され
ると考え，構成概念妥当性の検討に使用した。

3） 身 体 像 不 満 足 感 測 定 尺 度 （Body Image 
Dissatisfaction Scale; BID: 山蔦・野村，2005）: 身体像
の障害の一側面である身体像の不満足感を測定する尺
度である。本研究では，下位尺度「身体に関する他者
評価不満足感」を使用した。8 項目から構成され，「1

点－あてはまらない」から「4 点－あてはまる」の 4

件法で回答を求めた。高い信頼性と妥当性を有してい
る。身体像不満は体型への注意を維持する要因である
と考え，上記の下位尺度と中程度の相関が示されると
想定し，「体型に関するポジティブなメタ認知的信念」,

「体型に関するネガティブなメタ認知的信念」の構成
概念妥当性の検討に使用した。
4） 日本語版 Body Checking Cognitions Scale （BCCS; 法
田・矢澤・根建，2007）: 摂食障害の特徴的な行動で
あるボディチェッキングに関わる認知的側面を測定す
る尺度である。本研究では，下位尺度「安全希求」を
使用した。8 項目から構成され，「1 点－全くない」か
ら「5 点－非常にしばしば」の 5 件法で回答を求めた。
高い信頼性と妥当性を有している。BCCS には ED の
症状につながるポジティブな道具的信念という側面が
あることから，BCCS を有するものは，体型に関する
メタ認知的信念よりも食事に関する道具的信念との関
連がより強いと想定し，「食事に関するポジティブな
道具的信念」の構成概念妥当性の検討に使用した。
5） Rumination-Refl ection Questionnaire 日本語版 （RRQ; 
高野・丹野，2008）: 私的自己意識の適応的・不適応
的側面を明確に分離し，定量的に測定する尺度であ
る。本研究では，下位尺度「反芻」を使用した。12

項目から構成され，「1 点－全く当てはまらない」か
ら「5 点－よく当てはまる」の 5 件法で回答を求めた。
高い信頼性と妥当性を有している。反芻は CAS の構
成要素であり，メタ認知によって制御されることか
ら，体型や食事に関するメタ認知的信念を有する者は
CAS の特性を持ちやすいと考え，尺度全体の構成概
念妥当性の検討に使用した。
6） Penn State Worry Questionnaire 日本語版 （PSWQ; 本
岡・松見・林，2009）: 心配を測定する尺度である。
16 項目から構成され ,「1 点－全く当てはまらない」
から「5 点 - 非常に当てはまる」の 5 件法で回答を求
めた。高い信頼性と妥当性を有している。心配は
CAS の構成要素であり，体型や食事に関するメタ認
知的信念を有する者は CAS の特性を持ちやすいと考
え，尺度全体の構成概念妥当性の検討に使用した。
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分析方法
　HAD version 15.00 （清水，2016） を用いて探索的因
子分析を，SPSS version 23 （IBM, New York, USA） を
用いて項目分析，内的整合性の検討，構成概念妥当性
の検討を，Amos version 21 （IBM, New York, USA） を
用いて構造的妥当性の検討を行った。モデルの適合度
の 指 標 と し て，GFI （Goodness of Fit Index），AGFI 

（Adjusted GFI），CFI （Comparative Fit Index），TLI 
（Tucker - Lewis Index），RMSEA （Root Mean Square 
Error of Approximation），SRMR （Standardized Root 
Mean square Residual） を用いた。各指標はそれぞれ 0

～ 1 の値をとる。GFI の値が 1 に近いほど説明力のあ

るモデルであり，AGFI の値が 1 に近いほどデータへ
の当てはまりがよい （小塩，2012）。CFI の値は 1 に
近いほどモデルがデータに適合していると言える。
RMSEA は 0.05 以下であれば当てはまりが良く，0.10

以上であれば当てはまりが悪いと判断される （小塩，
2012）。また TLI の値は，0.95 に近い値が推奨されて
おり，SRMR は 0.08 に近い値をカットオフ値とする 

（Hu & Peter，1999）。1） の尺度と構成概念妥当性を
測定する尺度との間には，Table 1 のような関連があ
ると想定した。
倫理的配慮
　本調査は早稲田大学における「人を対象とする研究

Table 1  

 
Note : 
1) Metacognitions on Shape and Diet Scale, 2) Beliefs related to Shape and Diet Scale, 
3) Body Image Dissatisfaction Scale, 4) Body Checking Cognitions Scale, 
5) Penn State Worry Questionnaire, 6) Rumination-Reflection Questionnaire
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Table 1　構成概念妥当性に関する仮説
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に関する倫理委員会」において倫理審査不要の判断が
なされた上で実施した。

結　　果

　項目ごとの平均値と標準偏差を算出し，天井効果と
床効果の検討を行った結果，削除対象になる項目はな
かった。また，I-R 相関分析により，MSDS の各項目
と該当項目以外の項目の合計得点の相関係数を算出
し，相関係数の低かった （r < .20） 3 項目 （項目 3，
20，25） すなわち，体型に関するポジティブなメタ認
知的信念 1 項目と食事に関するポジティブな道具的信
念 2 項目を削除した。その後，項目間の相関係数や内
容的妥当性の検討の結果，他の項目との共通性が見ら
れた 7 項目 （項目 2，5，11，14，19，23，28） すなわ
ち，体型に関するポジティブなメタ認知的信念2項目，
体型に関するネガティブなメタ認知的信念 2 項目，食
事に関するポジティブな道具的信念 1 項目，食事に関
するネガティブな道具的信念 1 項目を削除した。
　次に，残りの項目に対して最尤法による探索的因子
分析を実施した。因子数の決定は質問紙の構造および
挟み込み法 （堀，2004，2005） から総合的に判断した。
この結果，本尺度は 4 因子構造であると解釈した。項
目分析，探索的因子分析によって得られた最終的な尺
度の項目，因子負荷量，因子間相関を Table 2 に示す。
再度最尤法プロマックス回転による探索的因子分析を
行い，多重負荷が認められる項目，因子負荷量が 0.4
未満の 6 項目 （項目 1，4，17，18，29，30） すなわち，
体型に関するポジティブなメタ認知信念 2 項目，体型
に関するネガティブなメタ認知的信念 2 項目，食事に
関するネガティブな道具的信念 2 項目を削除した。そ
の結果 7 回の反復で結果が収束し，第 1 因子 4 項目，
第 2 因子 5 項目，第 3 因子 5 項目，第 4 因子 5 項目の
計 19 項目が抽出された。第 1 因子は，体型について
考えることへの制御不能性を表す項目の負荷量が大き
かったため，「体型に関するネガティブなメタ認知的
信念」と命名した。第 2 因子は，食事に対する制御不
能性や危険性を表す項目の負荷量が大きかったため，

「食事に関するネガティブな道具的信念」と命名した。
第 3 因子は，食事に対する有益性を表す項目の負荷量
が大きかったため，「食事に関するポジティブな道具
的信念」と命名した。第 4 因子は，体型について考え
ることへの有益性を表す項目の負荷量が大きかったた

め，「体型に関するポジティブなメタ認知的信念」と
命名した。
　尺度の内的整合性を検討するため，各因子の
Cronbach の α 係数を算出した。各下位因子の α 係数
を Table 2 に示す。その結果，各下位尺度に概ね許容
できる内的整合性の値が示された。
　下位尺度間の関連性を検討するため，Pearson の積
率相関係数を算出した （Table 3）。各下位尺度間の相
関は，「体型に関するポジティブなメタ認知的信念」
と「体型に関するネガティブなメタ認知的信念」との
間，「食事に関するポジティブな道具的信念」と「食
事に関するネガティブな道具的信念」との間にそれぞ
れ有意な中程度の正の相関が示された。また，「体型
に関するポジティブなメタ認知的信念」は，「食事に
関するネガティブな道具的信念」との間に有意な弱い
正の相関があり，「体型に関するネガティブなメタ認
知的信念」と「食事に関するネガティブな道具的信念」
との間に有意な中程度の正の相関が示された。しか
し，「食事に関するポジティブな道具的信念」と「体
型に関するポジティブなメタ認知的信念」および「体
型に関するネガティブなメタ認知的信念」との間に有
意な相関は示されなかった。
　探索的因子分析によって得られた因子構造の構造的
妥当性を検討するため，確証的因子分析を実施した。
その結果，GFI= .85, AGFI= .80, CFI= .89, TLI= .87, 
RMSEA= .08, SRMR= .08 と概ね許容できる適合度を
示した。また，各因子から各項目へのパス係数は 1%
水準で有意であった。
　構成概念妥当性を検討するため，探索的因子分析で
抽 出 さ れ た MSDS の 各 下 位 尺 度 と，BSDS, BID, 
BCCS, PSWQ, RRQ との間の Pearson の積率相関係数
を算出した （Table 3）。なお，仮説通りの結果が得ら
れた値には下線を付した。「体型に関するポジティブ
なメタ認知的信念」は，BSDS の下位尺度である自己
評価，承認，体重，および BCCS との間に有意な中
程度の正の相関，BSDS のダイエットと BID の間には
有意な弱い正の相関が示された。「体型に関するネガ
ティブなメタ認知的信念」は，BSDS の全下位尺度お
よび BID, BCCS との間に有意な中程度から強い正の
相関が示された。「食事に関するポジティブな道具的
信念」は，BSDS の下位尺度である自己評価，承認と
の間に有意な極弱い正の相関，BCCS との間に有意な
弱い正の相関が示された。BSDS のダイエット，体重
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Table 2　MSDS の探索的因子分析Table 2 MSDS  

  
    

.. ((   = .89))     

16  .95 -.05 -.04 -.04 

13  .88 -.05 .01 .02 

15  .880 .02 -.03 .06 

12  .64 .06 .05 .03 

.. ((   = .79))     

33  .10 .66 -.06 .10 

31  -.21 .64 -.13 .26 

34  .18 .611 -.16 -.02 

35  .07 .55 .35 -.16 

32  .07 .544 .32 -.12 

.. ((   = .83))     

24  -.03 -.25 .81 .13 

21  -.08 -.07 .81 -.01 

22  .01 -.05 .770 .02 

26  -.03 .13 .62 .11 

27  .08 .11 .58 -.07 

.. ((   = .79))     

9  -.08 .09 -.04 .733 

7  -.09 .07 .10 .63 

10  .12 .03 .01 .660 

8 
 

.14 -.00 .12 .599 

6  .28 .03 -.03 .44 

     

1  - .62 .18 .46 

2   - .44 .27 

3    - .16 

4     - 
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および BID とは有意な相関は示されなかった。「食事
に関するネガティブな道具的信念」は，BSDS の全下
位尺度および BID, BCCS との間に有意な中程度の正
の相関が示された。PSWQ および RRQ に関しては，
MSDS の全下位尺度との間に有意な弱い正の相関が示
された。

考　　察

　本研究では，新しく体型や食事に関するメタ認知的
信念尺度を作成し，その信頼性と妥当性の検討を行う
ことを目的とした。その結果，ある程度信頼性と妥当
性を有する尺度が開発されたと考えられる。
　本調査において，有効回答率が 42.26% と低かった。
これは，教場での質問紙配布に対して，回答に応じな
い人数が多かったためであると推測できる。理由とし
て，対象を女性に限定した点や項目数が多かった点が
考えられる。さらに，他人が自分の体型をどのように
捉えているかといった，女性にとって比較的回答に抵

抗を感じる内容も含まれており，侵襲性の高さが影響
した可能性も考えられる。
　内的整合性の値は，MSDS の尺度全体並びに各下位
尺度ともに十分な値が示された。確証的因子分析にお
いて 4 因子構造モデルを評価したところ，それぞれの
適合度指標において概ね良好な値が示された。各潜在
因子から各項目へのパス係数は全て 1% 水準で有意で
あった。以上より，MSDS の概ね良好な構造的妥当性
が示された。
　相関分析による構成概念妥当性を検討した結果，仮
説は一部支持された。「体型に関するポジティブなメ
タ認知的信念」と BSDS の「自己評価」，「承認」との
間に有意な中程度の正の相関が示され，仮説は支持さ
れた。このことより，「体型に関するポジティブなメ
タ認知的信念」を有する者は ED 傾向の者は痩せた体
型に価値があるという不合理な信念を持つことが支持
された （Garner & Bemis, 1982）。また，BCCS は「体
型に関するポジティブなメタ認知的信念」と有意な中
程度の正の相関が示され，「食事に関するポジティブ

Table 3　MSDS と構成概念妥当性の検討に用いた尺度との相関係数
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な道具的信念」と有意な弱い正の相関が示された。
BCCS と「体型に関するポジティブなメタ認知的信念」
との関連性よりも BCCS と「食事に関する道具的信
念」との関連性の方が強いと想定していたが，仮説は
支持されなかった。ボディチェッキングの認知は，身
体不満につながることが示唆されている （Ambo, Suga, 
& Nedate, 2012）。また，自己の体型や容姿などに対す
る意識の高さは，身体像不満と関連があることが示さ
れている （大仁田・崔，2013）。その結果，身体へ意
識を向ける傾向を促す「体型に関するポジティブなメ
タ認知的信念」と BCCS との相関が想定より強くなっ
たと考えられる。
　「体型のネガティブなメタ認知的信念」は BID と有
意な中程度の正の相関が見られ，仮説は支持された。
BID で測定した身体像不満は，ED の持続因子と考え
られており （山蔦，2010），「体型のネガティブなメタ
認知的信念」は ED の持続に関わる信念を十分に測定
可能であることが示唆された。また，BCCS との関連
について，仮説では相関は弱いと想定していたが，実
際は有意な中程度の正の相関が示され，仮説とは異な
る結果となった。ボディチェッキングの認知は身体像
不満の側面の一つである点をふまえると，本下位尺度
は身体へ焦点を当てた内容を測定できている可能性が
示された。「体型のネガティブなメタ認知的信念」全
体として，ED と関連する尺度との関連が強い傾向に
あった。この結果より，他の下位尺度と比較して，「体
型のネガティブなメタ認知的信念」がより ED の症状
と関連が強い可能性が示唆された。
　「食事に関するポジティブな道具的信念」に関して
は，ED と関連する尺度と有意な極弱い正の相関が示
される，もしくは有意な相関が示されなかった。この
要因として，項目が病理性の低い内容であった点が考
えられる。一方で，心配や反芻との間には有意な相関
が示された。このことより，食事が有益であると考え
る者は CAS の特性を持ちやすい可能性が示唆された。
　「食事に関するネガティブな道具的信念」は，BSDS

の「ダイエット」，「体重」との間に有意な中程度の正
の相関が示され，仮説は支持された。BSDS の「ダイ
エット」と「体重」は，セルフコントロールへの極端
な考え方についての記述がある （松本他，2001）。過
食と食事をセルフコントロールする傾向は関連すると
いう先行研究 （山蔦・中井・野村，2009） より，今回
の結果につながったと考えられる。また，BID とは有

意な中程度の正の相関が示され，仮説は支持されな
かった。従来の研究で身体像不満が食行動異常へつな
がることが示されている （Gralen, Levine, Smolak, & 
Murnen, 1990）。したがって，本研究でも身体像不満
と，制御不能性の信念を含む「食事に関するネガティ
ブな道具的信念」との相関が示された可能性が挙げら
れる。
　CAS の構成概念である反復的思考を測定する
PSWQ, RRQ とは，全下位尺度と有意な弱い正の相関
を示した。「食事に関するポジティブな道具的信念」
以外は，CAS との相関よりも，ED と関連する他尺度
との相関の方が高かった点より，「体型に関するポジ
ティブなメタ認知的信念」，「体型に関するネガティブ
なメタ認知的信念」，「食事に関するネガティブな道具
的信念」は CAS よりも，ED の下位レベルの症状を測
定している可能性が示唆された。しかし，「食事に関
するポジティブな道具的信念」については妥当性の再
検討や，項目内容の再考が必要になる可能性が考えら
れる。
　本尺度により，摂食障害の治療に有効と思われる技
法を用いた介入効果の客観的な測定が可能になると考
えられる。今後は ED のより詳細なメタ認知モデルを
明らかにし，介入実験による体型や食事に関するメタ
認知的信念への影響の検討を行う必要がある。さら
に，MCT を適用可能にすることで，ED の治療の幅が
広がることが期待される。
　本研究の限界点として，非臨床群を対象としていた
点が挙げられる。ED の連続性に関しては様々な見解
が述べられており，メタ認知的信念についてはその連
続性の研究は少ない。この限界点を踏まえ，健常群と
臨床群を比較した研究が必要であると想定される。ま
た，本研究において，妥当性の検討で課題が残った。
今後は尺度全体の項目内容の精緻化を行い，行動指標
を用いた検討や再検査信頼性を含めた検討が必要であ
る。
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